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今月のトピックス 

 

もうすぐお正月 
年の瀬が近づいてきました。しっかり準備をして新年を迎えましょう。 

＊メインカウンター斜め前のコーナーに本が集めてあります。 

●『絵手紙の年賀状』 絵手紙いずみの会/編 日貿出版社 724 エ 14 

●『彫って楽しむ年賀状』 小原俊樹/著 木耳社 731 オ 

●『おうちで楽しむにほんのもてなし』 広田千悦子/著 技術評論社 385.9 ヒ 

●『おせち基本帳』 爲後喜光/著 家の光協会 596.4 タ 

●『「訪問」と「もてなし」のマナー』 松本繁美/監修 主婦の友社 385.9 ホ 

●『初釜を楽しむ』 千宗守/著 日本放送出版協会 791.7 セ 

つしま講座「戦後発展期の津島とその風景」 
－『歴史写真集 津島』第３輯の発刊記念－ 

 

昭和２２年（１９４７）３月、敗戦からの復興とともに市制を施行した津島市。 

１２月に発刊する『歴史写真集 津島』第３輯では、この市制施行から昭和５０ 

年頃までの３０年間が対象で、津島市各地の激変する様子を収録しています。 

ガチャ万景気・オートレース・神守神島田地区の合併などに湧く一方、伊勢湾 

台風・３６年梅雨前線豪雨などの水害に見舞われた戦後発展期の津島について、 

本書に掲載した写真から振り返ります。 

 

◇日時  ２０１３年１２月１４日（土） １４時～１５時半（受付１３時４０分より） 

◇講師  園田俊介氏（津島市立図書館副館長） 

◇場所  津島商工会議所 ４Ｆ大ホール（＊図書館ではありませんのでご注意下さい） 

◇定員  ２００名（先着順） 

◇写真集 希望者には特価１０００円にて頒布  

                           ＊事前申し込みは不要です 

 
年末年始休み 
12 月２9 日（日）から 1 月 3 日（金）まで、休館します。 

返却は、本館返却ポスト、もしくは津島駅構内（津島総合案内所）の返却ポストまでお願

いいたします。 

なお、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオは破損の恐れがありますのでポストへの投函はご遠慮下さい。 

 



 
新 着 図 書 

『イサム・ノグチとモエレ沼公園 建築ドキュメント１９８８－』       

川村純一・斉藤浩二／著 学芸出版社 629.3 カ 

 

 

ベストリーダー 

 先月の利用の多かった本をご紹介します 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

休館日 

２４日（火）〔毎月第４火曜日〕 

２９日（日）～１月３日（金） 

〔年末年始〕 

 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『津島の山車祭』黒田剛司・横井誠/著 

『１３７億年の物語』ｸﾘｽﾄﾌｧｰ・ﾛｲﾄﾞ/著 

『巻き物おしゃれ事典』 

『なるほど！よくわかる朝鮮半島の歴史』 

『私の本棚』新潮社/編 

『手作り食品レシピ帖』主婦と生活社/編 

『問題物件』大倉崇裕/著 

『腰痛は自分で治せる』石井博明/著 

『ホテルローヤル』桜木紫乃/著 

『漏洩』笹本稜平/著 

← 尾張津島秋祭りの研究本。その歴史を資料とともに解説。 

 ← 科学と歴史の接点をふまえ４２のテーマで語る１３７億年。 

← ストールやスカーフなどの巻き方に加え、着こなしの提案も紹介。 

← 『トンイ』など人気の韓国時代劇からひもとく隣国の歴史。 

← 作家など２３人の読書家による、本棚にまつわるちょっといい話。 

← マヨネーズなど、普段は購入していた市販品を手作り。 

← 人間離れした能力を持つ探偵、犬頭光太郎が事件を無理矢理解決！ 

← 元プロ野球選手の著者が腰痛改善体操の極意を伝授。 

← 北国のホテルを舞台に描く短編小説集。今年の直木賞受賞作。 

← 株のインサイダー取引疑惑をめぐって警察内部の黒幕の正体を追う。 

 北海道札幌市の郊外にある広大なモエレ沼公園。その設計には、

津島市出身の詩人・野口米次郎と米国の作家・教師であるレオニー・

ギルモアの間に生まれた彫刻家のイサム・ノグチが関わっていまし

た。 

元ごみ処理場だったこの土地は、「公園をひとつの彫刻」とする構

想として２００５年に完成。彫刻やモニュメントを世界各地で作り

続けてきたイサム・ノグチの最後の作品となりました。 

イサム亡き後も、悲願の遺作に挑み続けた設計チームの１７年間

の舞台裏に迫ります。 


